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める輸送機械、情報通信機械、電気機械を考察対象業種とした。







ASEAN4 日系企業（製造業）の売上高は 23 兆 3438 億円で、そのうち
輸送機械が 1 位 13 兆 2541 億円（製造業全体の 56.8％）、情報通信機械
が 2 位 2 兆 4450 億円（同 10.5％）、電気機械が 4 位 1 兆 1018 億円（同 4.7％）
となっており、輸送機械が圧倒的比重を占めている（3 位は化学で 1 兆
5566 億円、同 6.7％）。
　ASEAN は 1993 年に ASEAN 自由貿易協定（AFTA：ASEAN Free 
Trade Agreement）を締結して ASEAN 域内の貿易自由化を推進して




















　まず、表 1 によれば日本の対外直接投資残高（資産）は全体で 2000
年 2784 億ドルから 2014 年 1 兆 2015 億ドルへと 4.32 倍になった。この
うち ASEAN4 は同期間に 156 億ドルから 1008 億ドルへと 6.48 倍、全
体に占める比重も 5.6％から 8.4％へと増えている。ASEAN4 のなかで
はタイが最も多く、次いでインドネシア、マレーシア、フィリピンの順
になっている。増加率ではタイが 10.98 倍、フィリピンが 5.49 倍、イン
ドネシアが 4.96 倍で全体平均を上回っているが、マレーシアは全体平
均を下回る 3.42 倍にとどまった。
　なお、アジアは同期間に 493 億ドルから 3454 億ドルへと 7.01 倍、全
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体に占める比重も 17.7％から 28.8％へ、そのうち中国本土は 87 億ドル
から 1044 億ドルへと 12.00 倍、3.1％から 8.7％へ、また同じく NIEs は
232 億ドルから 1130 億ドルへと 4.88 倍、8.3％から 9.4％へと増えている。
ただし、そのうち台湾と香港は比重を低下させている。
　次に表 2 で日系現地法人設備投資額の推移をみると、全体では 2000
年度の 3 兆 2872 億円から 2013 年度には 7 兆 7350 億円へと 2.35 倍に増
えている。アジアの比重はこの間に 32.3％から 39.5％に増え、米国を抜
いて首位に躍り出るという地位上の変化が生じている。アジアのなかで
比重を高めているのは中国と ASEAN4 であり（中国は同期間に 5.6％か
ら 11.6％へ、ASEAN4 は同じく 14.4％から 16.5％へと増加）、逆に減ら
しているのは NIEs である（同期間に 10.0％から 7.5％に低下）。アジア
や中国本土、ASEAN4 ではこの日系現地法人設備投資額の比重のほう
が表 1 でみた日本の直接投資残高（資産）の比重よりもさらに高くなっ
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ているが、NIEs では逆に低くなっている。
　また製造業と非製造業の比率をみると、製造業の占める比重は同期間




中心で、特に中国と ASEAN4 では 2000 年代以降常に製造業は極めて
高い比重を維持している。また NIEs では低下傾向にあるが、米国やＥ
Ｕに比べて格段に高い。そのため、2013 年度の日系現地法人の製造業
向け設備投資額 4 兆 6461 億円のうちアジアは実にその 60.1％を占めて
いるのである（そのうち中国本土が 18.1％、ASEAN4 が 25.7%、NIEs
が 10.0％）。とりわけ ASEAN4 の比重は高く、全世界の４分の１を占め
ている。
　最後に表 3 で日系現地法人の売上高の推移をみると、全体では 2000
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　製造業についてみると、全体では売上高は 2000 年度から 2013 年度に
かけて 2.08 倍に増え、非製造業の伸び 1.73 倍を上回った。国・地域別
ではアジアは 3.31 倍、中国本土は 8.75 倍、ASEAN4 は 3.01 倍で全体平
均よりも高かったが、NIEs は全体平均を下回る 1.49 倍にとどまった（な
お、米国は 1.20 倍、EU は 1.35 倍）。このため、同期間において製造業
の全売上高に占める比重はアジアが 35.4％から 56.2％へ、同じく中国本
土が 5.1％から 21.3％へ、ASEAN4 が 13.8％から 20.0％へと増加してい
るが、NIEs は 15.1％から 10.9％へと減少している（米国は 38.2％から








　在アジア日系企業の売上高は 2001 年度～ 2003 年度平均の 22 兆 7522
億円から 2011 年度～ 2013 年度平均の 56 兆 1569 億円へと 2.47 倍、同
じく仕入高は 16 兆 1785 億円から 39 兆 809 億円へと 2.42 倍となった。
この伸び率は全日系企業の伸び率（同期間に売上高は 66 兆 5290 億円か
ら 101 兆 2241 億円へと 1.52 倍、仕入高は 46 兆 2728 億円から 67 兆
5991 億円へと 1.46 倍）を大きく上回っている。その結果、全日系企業
に占める在アジア日系企業の比重は同期間に売上高では 34.2％から
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55.5％へ、仕入高では 35.0％から 57.8％へと急増している。2009 年度以
降は在アジア日系企業が売上高、仕入高とも全日系企業の過半を制して
いることになる。
　また在 ASEAN4 日系企業の売上高は同期間に 2.12 倍（9 兆 5914 億円
から 20 兆 3681 億円へ）、同じく仕入高は 2.10 倍（6 兆 8080 億円から
14 兆 3058 億円へ）となった。売上高、仕入高ともに在アジア日系企業
の伸び率よりも低かったために、在 ASEAN4 日系企業が在アジア日系
企業に占める比重は売上高では 42.2％から 36.3％へ、仕入高では 42.1％
から 36.6％へと減少している（これは在中国日系企業の急増による）。
ただし、在 ASEAN4 日系企業が全日系企業に占める比重は売上高では
14.4％から 20.1％へ、仕入高では 14.7％から 21.2％へと着実に増加して
いる。現在は売上高、仕入高ともに ASEAN4 は世界全体の 5 分の 1 以
上を占めていることになる。
（a）販売先別売上高構成







近年の傾向としては日本向け販売がさらに低下し（2001 年度～ 2003 年
度平均の 23.0％から 2011 年度～ 2013 年度平均 15.3％へ）、現地販売が
増加している（同期間に 44.4％から 56.1％へ）。
　なお日本の輸入額に占める日系企業の日本向け販売額の比率（B ／ I）
についてみると、2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業が
29.8％であるのに対して、在 ASEAN4 日系企業は 40.6％であった（ち
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なっている。しかも 2011 年度～ 2013 年度平均の現地調達比率は 61.9％
であったので、近年、在 ASEAN4 日系企業は現地調達比率を着実に高







2001 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4 日系企業が 48.1％で在アジア
日系企業 26.6％を大きく上回っている（全日系企業 29.8％、在中国日系





　在 ASEAN4 日系企業の場合、2009 年度～ 2013 年度平均の企業内分
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業度は日本向け販売で 88.5％、日本からの調達で 84.8％であった。在ア
ジア日系企業では同期間にそれぞれ 91.9％、86.8％であったから（同じ






　まず現地販売についてみると、2009 年度～ 2013 年度平均で在















日系企業で 31.7 ポイント、在中国日系企業で 35.9 ポイント、全日系企
業で 24.4 ポイントもあるのに対して、在 ASEAN4 日系企業では 16.4 ポ
イントにとどまっている。在 ASEAN4 日系企業の場合には他地域の日
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に日本向け販売額（B）を上回っており、両者の差額（B － F）は 2001




ている。その黒字額（D － H）は 2001 年度～ 2013 年度平均で実に 6 兆




改善要因となっているといえよう。その金額は 2001 年度～ 2013 年度平
均で実に 5 兆 3890 億円に上っている。
　また在 ASEAN4 日系企業についてみると、日本向け販売額と日本か









　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、
在アジア日系企業では 142.1％（うち日本（B ／ F）91.9％、第三国（D
／ H）248.3％）、在 ASEAN4 日系企業では 162.7％（うち日本 95.7％、
第三国 283.1％）であった。在 ASEAN4 日系企業は在アジア日系企業以
上に所在地の貿易黒字拡大もしくは改善に貢献していることになる。
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②　日本の貿易収支への影響
　日本の対アジア貿易収支（X － I）は常に黒字を計上し、その黒字額
は 2001 年度～ 2013 年度平均で 5 兆 8578 億円に上っている。そのうち、
日本からみた在アジア日系企業による輸出額は平均して 7 兆 8382 億円
（日本からの調達額（F）8 兆 7091 億円 ×0.9）、輸入額は 8 兆 8951 億円
（日本向け販売額（B）8 兆 56 億円 ÷0.9）であったから、在アジア日系
企業は日本に１兆 569 億円の赤字をもたらし、日本の対アジア貿易収支
の黒字（X － I）を縮小させる要因となっていることになる。
　これに対して日本の対 ASEAN4 貿易収支（X － I）は常に赤字を計
上し、その赤字額は 2001 年度～ 2013 年度平均で 8283 億円に上っている。
そのうち、日本からみた在 ASEAN4 日系企業による輸出額は年度平均
で 2 兆 6757 億円（日本からの調達額（F）2 兆 9730 億円 ×0.9）、輸入
額は 3 兆 1603 億円（日本向け販売額（B）2 兆 8443 億円 ÷0.9）であっ
たから、差し引き 4846 億円の赤字をもたらしている。これは日本の対





入高構成を、また表 7 は在 ASEAN4 日系企業（輸送機械）の販売先別
売上高・調達先別仕入高構成を示している。
　在 ASEAN4 日系企業は 2001 年度～ 2003 年度から 2011 年度～ 2013
年度にかけて売上高は 4.24 倍（2 兆 6682 億円から 11 兆 3153 億円へ）、
仕入高は 4.33 倍（1 兆 9581 億円から 8 兆 4722 億円へ）に増え、3 業種
中最も高い増加率を記録した。だが、在アジア日系企業もそれぞれ 4.38
倍（5 兆 2337 億円から 22 兆 9316 億円へ）、4.59 倍（3 兆 6605 億円から
16 兆 8117 億円へ）と在 ASEAN4 日系企業を上回る伸び率を示したた
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めに、当該期間において在 ASEAN4 日系企業が在アジア日系企業に占
める比重は売上高で 51.0％から 49.3％へ、仕入高で 53.5％から 50.4％へ
とわずかながらも低下している（これは在中国日系企業の比重が急増し
たことによる）。ただし、在 ASEAN4 日系企業が全日系企業に占める
比重は同期間に売上高で 10.2％から 24.8％へ、仕入高で 10.1％から
25.1％へと急増している。現時点で在 ASEAN4 日系企業の売上高、仕
入高はともにアジアの半分、全世界の 4 分の 1 を占めていることになる。
（a）販売先別売上高構成
　2001 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4 日系企業では日本向け販売
が 6.5％、現地販売が 61.0％、第三国向け販売が 32.5％、在アジア日系
企業ではそれぞれ 6.9％、68.6％、24.5％という構成比であった。在
ASEAN4 日系企業は在アジア日系企業と対比すると第三国向け販売が
8.0 ポイント高く、逆に現地販売が 7.6 ポイント低い。ただし、いずれ
の場合も現地販売が主流であり、製造業全体と対比すると現地販売の比
重は在 ASEAN4 日系企業が 9.5 ポイント、在アジア日系企業は 13.2 ポ
イントも高くなっている。
　なお、2011 年度を画期に現地販売の比重低下と第三国向け販売の比
重上昇という顕著な傾向がみられる。たとえば 2011 年度から 2013 年度
にかけて在 ASEAN4 日系企業では現地販売が 65.8％から 58.6％へと 7.2
ポイント減、第三国向け販売が 27.6％から 35.7％へと 8.1 ポイント増（特
にアジア地域以外が 8.3％から 18.5％へと 10.2 ポイント増）、また在アジ
ア日系企業では現地販売が 74.5％から 56.1％へと 18.4 ポイント減、第三
国向け販売が 18.6％から 37.6％へと 19.0 ポイント増（アジア地域外が
6.1％から 23.2％へと 17.1 ポイント増）と急激に変化していることは注
目に値しよう（なお、在中国日系企業も同期間に一挙に現地販売が
86.4％から 50.8％へと 35.6 ポイント減、第三国向け販売が 5.6％から
42.4％へと 36.8 ポイント増、そのうちアジア地域以外が 3.7％から
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　2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業は日本からが 26.0％、







　2009 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4 日系企業の企業内分業度は
販売が 96.4％、調達が 89.2％、同じく在アジア日系企業では販売が








　まず現地販売についてみると、2009 年度～ 2013 年度平均で在

















（B）を上回っており、両者の差額（B － F）は 2001 年度～ 2013 年度平




2001 年度～ 2013 年度平均で実に 2 兆 9516 億円に達している。しかも




2001 年度～ 2013 年度平均で 1 兆 1180 億円に上っている。
　また在 ASEAN4 日系企業では日本向け販売額と日本からの調達額と
の差額（B － F）は常に赤字であり（2001 年度～ 2013 年度平均で 1 兆
82 億円の赤字）、在 ASEAN4 日系企業は所在地の対日貿易収支をさら
に悪化させていることになる。他方で、第三国向け販売額と第三国から
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の調達額との差額（D － H）は常に（B － F）の赤字額のほぼ 2 倍に相
当する巨額の黒字を挙げており、その結果、日本・第三国向け販売額と





　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
アジア日系企業では 131.9％（うち日本（B ／ F）35.5％、第三国（D ／





　日本からみた在アジア日系企業による輸出額は平均して 2 兆 5601 億
円（日本からの調達額（F）2 兆 8445 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 1231




年度平均で 1 兆 3361 億円（日本からの調達額（F）1 兆 4845 億円 ×0.9）











別仕入高構成を、また表 9 は在 ASEAN4 日系企業（情報通信機械）の
販売先別売上高・調達先別仕入高構成を示している。
　在アジア日系企業は 2001 年度～ 2003 年度から 2011 年度～ 2013 年度
にかけて売上高は 1.21 倍（7 兆 4530 億円から 8 兆 9953 億円へ）、仕入
高は 1.14 倍（5 兆 7144 億円から 6 兆 4877 億円へ）と 3 業種中最も低い
増加率にとどまった。だが、在 ASEAN4 日系企業は同期間にそれぞれ
0.70 倍（3 兆 1837 億円から 2 兆 2141 億円へ）、0.64 倍（2 兆 4037 億円
から 1 兆 5358 億円へ）と減少したために、在 ASEAN4 日系企業が在
アジア日系企業に占める比重は当該期間に売上高で 42.7％から 24.6％
へ、仕入高で 42.1％から 23.7％へと大幅に低下している。これに対して
在中国日系企業は同期間に売上高は 3.01 倍（1 兆 917 億円から 3 兆
2878 億円へ）、仕入高は 2.88 倍（8367 億円から 2 兆 4085 億円へ）と増え、
在アジア日系企業に占める比重は売上高で 14.6％から 36.6％へ、仕入高
で 14.6％から 37.1％へと上昇している。この間に在 ASEAN4 日系企業
と在中国日系企業の地位の逆転が生じているのである。
　 情報通信機械の場合、アジアでは日系企業は ASEAN4 から中国に移
転し、生産を中国に集約させていることになる。ただし、全世界でも日
系企業は同期間に売上高で 0.78 倍（16 兆 4850 億円から 12 兆 8513 億円
へ）、仕入高で 0.74 倍（11 兆 9083 億円から 8 兆 8415 億円へ）と減少し
ていることから、情報通信機械は全体として海外生産から撤退を開始し
中国に集約している業種となっている。
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（a）販売先別売上高構成
　在 ASEAN4 日系企業の場合、2001 年度～ 2013 年度平均で日本向け





えていない（2011 年度～ 2013 年度平均で ASEAN4 で 34.7％、アジア
で 35.7％）。
　なお、全日系企業の場合は 2001 年度～ 2013 年度平均で日本向け販売






　2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業では日本から調達が
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が他の業種に比べて進んでいるとみなすことができる。
（c）現地法人と日本の親企業間の企業内分業度
　2009 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4 日系企業の企業内分業度は
販売が 90.1％、調達が 80.8％、在アジア日系企業では販売が 93.7％、調







　まず現地販売については、2009 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4
日系企業では日系企業向けが 61.8％、地場企業向けが 29.3％、在アジア
日系企業ではそれぞれ 52.7％、40.1％であった。全日系企業の場合は日




























いて、その黒字額（D － H）は 2001 年度～ 2013 年度平均で実に 9757
億円に達している。結果的に在アジア日系企業の行動様式は所在地に
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なっている（この傾向はやや遅れて在アジア日系企業にも若干みられる
傾向である）。
　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
アジア日系企業では 137.3％（うち日本（B ／ F）123.3％、第三国（D
／ H）159.9％）、在 ASEAN4 日系企業では 161.0％（うち日本 174.1％、




　日本からみた在アジア日系企業による輸出額は平均して 2 兆 3612 億
円（日本からの調達額（F）2 兆 6236 億円 ×0.9）、輸入額は 3 兆 5931




年度平均で 5671 億円（日本からの調達額（F）6301 億円 ×0.9）、輸入
額は輸出額の倍以上に相当する 1 兆 2189 億円（日本向け販売額（B）1
兆 970 億円 ÷0.9）であったから、差し引き 6518 億円の赤字をもたらし





仕入高構成を、また表 11 は在 ASEAN4 日系企業（電気機械）の販売
先別売上高・調達先別仕入高構成を示している。
　在アジア日系企業では 2001 年度～ 2003 年度から 2011 年度～ 2013 年
度にかけて売上高が 1.45 倍（2 兆 3659 億円から 3 兆 4385 億円へ）、仕
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入高が 1.30 倍（1 兆 7003 億円から 2 兆 2119 億円へ）で売上高、仕入高
とも製造業全体平均を下回った。だが、在 ASEAN4 日系企業は同期間
にそれぞれ 1.15 倍（8903 億円から 1 兆 198 億円へ）、0.97 倍（6239 億
円から 6061 億円へ）にとどまったために、当該期間に在 ASEAN4 日
系企業が在アジア日系企業に占める比重は売上高で 37.6％から 29.7％
へ、仕入高で 36.7％から 27.4％へと低下している。これに対して在中国
日系企業は同期間に売上高は 2.85 倍（6675 億円から 1 兆 9038 億円へ）、
仕入高は 2.68 倍（4855 億円から 1 兆 3000 億円へ）と増えたから、在中
国日系企業が在アジア日系企業に占める比重は売上高で 28.2％から
55.4％へ、仕入高で 28.6％から 58.8 へと大幅に上昇している。電気機械
の場合、情報通信機械と同様にアジアでは日系企業は ASEAN4 から中
国に生産を集約させていることになる（なお、全日系企業では同期間に
売上高は 3 兆 5070 億円から 4 兆 9293 億円へと 1.41 倍、仕入高は 2 兆
4671 億円から 3 兆 294 億円へと 1.23 倍に増えている。
（a）販売先別売上高構成
　在 ASEAN4 日系企業の場合、2001 年度～ 2013 年度平均で日本向け






売が 43.4％、第三国向けが 29.7％で、在 ASEAN4 と対比して現地販売
の比重がやや高いという程度にすぎない。
（b）調達先別仕入高構成
　2001 年度～ 2013 年度平均で在アジア日系企業では日本から調達が
25.6％、現地調達が 56.4％、第三国から調達が 18.0％、また在 ASEAN4








　2009 年度～ 2013 年度平均で在 ASEAN4 日系企業の企業内分業度は
販売が 96.3％、調達が 59.4％、在アジア日系企業では販売が 95.5％、調











































いて、その黒字額（D － H）は 2001 年度～ 2013 年度平均で実に 5822
億円に達している。結果的に日系企業の行動様式は日系企業所在地に
とって 2001 年度～ 2013 年度平均で 8740 億円もの貿易収支黒字拡大要
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因、もしくは貿易収支改善要因となっていることになる。
　また、在 ASEAN4 日系企業も常に日本向け販売額のほうが日本から






　なお 2001 年度～ 2013 年度平均の（B ＋ D）／（F ＋ H） をみると、在
アジア日系企業では 179.7％（うち日本（B ／ F）145.2％、第三国（D






本からの調達額（F）6449 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 408 億円（日本向
け販売額（B）9367 億円 ÷0.9）、差し引き 4604 億円もの赤字であった。
他方で、日本からみた在 ASEAN4 日系企業による輸出額は平均で 1286
億円（日本からの調達額（F）1429 億円 ×0.9）、同じく輸入額は輸出額











































































科学学会『社会科学雑誌』第 13 巻、2015 年 12 月、所収）。






（3）経済産業省『我が国企業の海外事業活動』第 43 回調査、219 ～ 220
ページ。
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